
文部科学省と国立大学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

第58回 熊本大学 産業ナノマテリアル研究所（2023.9.15)

12:05-12:10(5分) ： 研究所概要
所長 伊田 進太郎

12:10-12:25(15分)：
①酸化グラフェンの特徴と次世代型酸化グラフェンの開発

助教 畠山 一翔
②巨大な力を有する電気エネルギー 「パルスパワー」がもたらすOnly1・No.1研究

准教授 浪平 隆男

12:25－12:45(20分)： 質疑応答



産業ナノマテリアル研究所

極限物質研究
･ナノシート
（極限の薄さの材料）
･表面・粒界を含む
二次元ナノマテリアル
研究

極限プロセス研究
･国立大学で唯一の
爆発実験施設
・パルスパワー研究
・ナノ材料合成・接合
・食品・医療・環境

データ駆動科学

二次元ナノ
マテリアル部門

表面粒界部門

材料インフォ
マティクス部門

バイオ
マテリアル部門

材料プロセス部門

0.2～2.0 nm

・極限の薄さを持つ物質
ナノシート

・電子デバイス研究、・光触媒
・触媒研究、・燃料電池研究
・電池研究、・センサー研究

圧縮

100 GW

パ
ワ
ー

・極限プロセス （爆発現象・ナノ秒電気パルス）

例：日本全体の祖出力相当のパワーを瞬間的に印加

～10 nm

時間

10s

・新材料合成研究
・様々な工学分野、農水産、リサイ
クル、医学分野への応用研究

二次元構造に由来する
特殊な物性や化学反応性

昭和46年度： 工学部附属衝撃エネルギー実験所設置
平成11年度： 衝撃・極限環境研究センター設立
平成19年度： バイオエレクトリクス研究センター設立
平成25年度： パルスパワー科学研究所設立
令和2年度： 産業ナノマテリアル研究所設立

専任教員（19名） 併任教員（25名）

教授 8名 15名

准教授 9名 8名

助教 2名 2名

目的と部門構成








